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協立温泉病院広報紙 

 地域包括ケア病棟（2階南病棟:38床）を平成30.1.1から開設  

病状に応じて、当院の地域包括ケア病棟を有効にご利用願えれば幸いです。 

川西地域における｢地域包括ケアシステム｣の推進に貢献できるよう尽力致します。 

私 達 が 支 援 さ せ て 頂 き ま す 

♡ 地域包括ケア病棟とは  

 「地域包括ケア病棟」は厚生労働省が推進する地域包括ケアシステム

の一環として、平成26年に新設された新しい病床群です。急性期病院

と慢性期病院の中間、いわば亜急性期病院の機能を果たす病床で、病

院と在宅や施設をよりスムースに繋ぐ役割が期待されています。  

 具体的には、急性期医療後すぐには在宅や施設復帰出来ない患者さ

まの受け入れ（ポストアキュート機能）と緊急救急的な急性期医療を

必要としない在宅や施設からの患者さまの受け入れ（サブアキュート

機能）の2つの機能に大別されます。 

 回復期慢性期病院である当院の地域包括ケア病棟は、後者の在宅や

施設からサブアキュート機能が中心となります。お引き受けできるの

は、体調不良により動きにくい食事を摂りにくいなどの諸症状から短

期間入院が必要と判断される患者さまとなりますが、介助者さまに急

な不都合が生じ介助が受けられなくなった患者ご本人の緊急避難的な

（レスパイト）入院も状況により受入れいたします。  

 さらに今後は、嚥下機能評価や規定範囲内のリハビリ短期入院につ

いても積極的に取り組む予定です。 

 ご遠慮なくご相談いただければと思います。なお当院の機能上、緊

急救急的な医療が必要な場合は従来の急性期救急病院に受診していた

だくようお願いいたします。  

 入院後は、主治医、看護師、退院支援看護師、医療ソーシャルワー

カー、リハビリスタッフなど多職種が協働し、患者さま、ご家族さま

が安心して在宅、施設復帰出来るよう、相談、支援と共に退院後のケ

アについても継続してサポートさせて頂きます。 

♡ ご相談の受付け時間、入院および入院期間 

 

 

入院のご相談：平日AM9：00～PM3：00、土曜日AM9：00～11：00 

 ※病状把握のため、かかりつけ医の紹介状、ケアマネージャーの病状

説明書などが必要です。 

 入院は上記の情報を基に可及的早期の入院に努めますが、当院の病院

機能上緊急対応が難しい事もあり、状況によりご相談当日以後の平日入

院となります。 

 なお、早期のご相談をいただければ予定入院も可能です。 

 地域包括ケア病棟の在棟期間は60日以内である事もご留意ください。 

 

 

♡ その他  

 地域包括ケア病棟では一定範囲のリハビリは可能ですが、包括医療の

ため抗がん剤を除く高額薬品の使用や特殊な検査などは困難である事も

ご了承ください。 

 また、病状変化や経過により、地域包括ケア病棟から当院の他病棟へ

の転棟や、急性期病院への転院をお願いする事もあります。  

 ご相談窓口（ご不明な点も、遠慮なくお問い合わせください） 

医療法人協和会 協立温泉病院   地域医療連携室 

TEL  072—792—1301(代表)     FAX  072—792—2341 
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病 院 理 念      

引き続き感染拡大防止に 

ご協力をお願いします  
 

 

まだまだ寒い日が続きます。 

市中ではインフルエンザやノロウイルスによる感染症が流行しています。 

外部から感染症を持ち込まない為の、ご協力をお願い致します。 

 

外来診察やリハビリを受けられる方 
発熱や咳など風邪症状が有る方はマスクを付けて受付して下さい 

 

 

面会希望の方 
面会時はマスク着用、面会前後手洗いと手指消毒の実施をお願いします。 

 

 尚、下記の方は面会をご遠慮下さい。 

① 発熱や咳など風邪症状が有る方 

② 吐き気、下痢の方 

③ インフルエンザを発症した人と一緒にいた方 

④ インフルエンザに罹り、解熱後5日以内の方 

⑤ ノロウイルスに罹り、下痢が治まって10日以内の方 

⑥ 中学生以下の方 

 
やむを得ない場合は、外来受付もしくは病棟看護師までご相談下さい 

 
 

 

防 災 訓 練 

平成30年1月19日（金）、当院では夜間想定避難訓練を行いました。夜間、職員が少ない時間帯に火災が発生した場合を想定し、火災

通報、消火、避難誘導の総合的な訓練を実施しました。今回の出火病棟は、先日、地域包括ケア病棟が開設された2階南病棟で行い

ました。訓練では、2階南病棟の職員を中心に他病棟から応援に来た職員と連携を取り合い、消火器や消火栓による消火活動を行い

ながら、出火を感知してから約3分で防火区画までの避難が完了しました。訓練とはいえ、緊迫感、緊張感もあり有意義な訓練となりま

した。 

また、今回の訓練では、川西消防多田出張所の消防隊員の方にお越しいただき、火災時の行動、考え方などについてご指導をいただ

きました。他にもスプレー缶の処理方法についても教えていただきました。 

まず、「火災を発生させない」という事が大前提ですが、万が一、火災が起こった際にも対応できるよう当院では避難訓練を年2回以上

実施しております。 

火災発生場所確認
消火器と消火栓に 

よる初期消火 

患者搬送  緊急放送     消防署による講評 


